
平成２９年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
平成 29 年 10 月 31 日 

岡山市長 様 

 

                 応募者代表 団体名 岡輝みんな食堂プロジェクト 

                       氏 名 圓山 典洋 

 

平成２９年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

 

取組の名称 岡輝みんな食堂プロジェクト 

取組の概要 

 
※インターネット投票

を行うサイ、トにそ

のまま掲載します。 

今年のテーマとの関

連がわかるよう、目

的（解決を目指して

いる課題）及び取組

概要を 300 字（句読

点含む）以内で記載

してください。 

お年寄りも、こどもも、大人も、いっしょに 

食卓を囲みごはんを食べる場所。 

はじめてさんも、お馴染みさんも、 

だれが来ても OK のちいさなコミュニティ。 

そんな場所を、地域のみなさんといっしょに、 

岡輝地区に作りたい。 

このプロジェクトは、 

そんな想いからはじまりました。 

困ったとき、もしものときに助けあえる、 

顔の見えるつながりづくりのために。 

地域の中で支えたり支えられたりできる、 

支えあいの仕組みとして機能するように。 

作る人。食べる人。資源を集める人。 

見守る人。寄り添う人。声をかける人。 

老いも若きも、だれも孤独ではなく、 

それぞれにささやかな役割のある場所を、 

岡輝みんな食堂プロジェクトは目指しています。 

協働団体 
 

佐藤医院（旭町）、ふたば司法書士法人（奥田）、 

えくぼホームヘルパーステーション（岡町）、のぞみクリニック（神田町）、 

鈴木屋（神田町）、チカク（倉敷市茶屋町｜事務局）  

連携団体｜ 岡輝ケアカフェ、岡山中央ロータリークラブ、フードバンク岡山、 

 結音-ムスビネ-合唱団、子ども防災ネットワークおかやま 

取組の実施期間 始期：平成２９年３月～ 継続予定 

 

 

 

 

 

 



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 岡輝みんな食堂プロジェクト 

平成 29年度 

募集テーマ 
楽しんで年を重ねられる社会のために 

テーマとの関連 

お年寄りからこどもまでさまざまな年代の交流がうまれる「みんな食堂」の事業は、

利用者に喜んでもらえるだけではありません。参加し支援する協働団体の一人ひとり

が、地域の中で、それぞれの得意分野を生かしながら役立つ仕事を作りだしているこ

とに意味があります。だれもが孤独ではなくささやかな役割がある…岡輝みんな食堂

の目指す未来は「楽しんで年を重ねられる社会」につながっています。 

目的・解決をはか

りたい課題の状

況・目標 
 

取組の目的、解決を

はかりたい社会課

題の状況把握・ニー

ズ把握、解決後の姿

（目標としている

状況）などについて

記載してください。 

 

岡輝地区の状況    

・ 岡輝地区は岡山市の中心部にあり、一人暮らしの高齢者や老夫婦世帯の多い地区

で、地域によっては高齢化率が 50%を越える所もあります。さらには、若者世代の

減少により空き家も増えています。市の中心部にもかかわらず、こどもの数が激

減し、少子化による子育ての課題も抱えています。 

・ 岡輝中学校区では保育園・こども園から小中学校まで一貫した教育を、学校・PTA・

地域の 3 者で協力して見守る体制があります。高齢者については全国に先がけて

「シニアスクール」を中学校内に設置するなど、社会課題を補完する先進的な地

域の取り組みも出始めています。 

どのような未来(地域)をこどもたちに手渡しどんな老後を自らがおくりたいか 

・ ひとりひとりが主体的に人生を選択し生き生きと日々を過ごせる地域、こどもと

ロールモデルとなる大人との交流があり、こどもたちの小さな発見や成長をとも

に感じ、だれもがささやかな役割を持てるような居場所がある地域。そのような

地域の未来を次世代につなぐために、多様な主体を巻き込み、ちいさなネットワ

ークの輪を自らの手で楽しみながら作り続けていきたいと考えています。 

取組の内容 

 
 

１ 取組の対象 

 対象地域 岡輝地区(開催場所)  

 対象者 利用者として、こどもからお年寄りまで 

    ボランティアとして、小学生～大学生、地域の大人たち 

 対象人数 20名～50名程度／回、当初は月１回程度開催 

２ 取組の担い手 

 参加団体 ① 地区の企業、医療・福祉・経済団体 ② ボランティアグループ 

 参加人数等 ① 10名程度 ② 数名～募集中 

３ 活動内容、実施方法 

①  岡輝地区での「岡輝みんな食堂」の開催 

 月に一回程度、地区内の施設を利用して「岡輝みんな食堂」を開催 

 こどもからお年寄りまでが役割をもっていられる場所を目指す 

 この活動を通じて世代間交流を図り、地域のボランティアの掘り起こしを行う 

②  近隣のこども食堂運営団体との連携 

こども食堂はじめてみたら交流会（年2回程度）の開催 

４ ＷＥＢ等 

 ブログ｜ http://minnashokudo.seesaa.net/ 

 フェイスブックページ｜ https://www.facebook.com/koukiminnashokudo/ 
 

  



協働団体に 

ついて 

 

協働団体の位置づけ、役割分担について 

◆ 企業、医療・福祉、経済団体、ＮＰＯなど、さまざまな業種、分野にまたがり活動するメ

ンバーが、「岡輝みんな食堂」を地域のネットワークの中継点と位置づけ、それぞれの得意分野

を生かして、地域の活動を支援し、一市民としてともに活動しています。 

◆ 「岡輝みんな食堂プロジェクト」は、その活動に賛同したさまざまな主体が地域の中で同

様の「食堂」を運営したいと思ったときに、さまざまな形で支援できるように、自分たちの活

動を記録しその情報を公開します。また、情報だけでなく、食器などの資材も共有できるよう

に仕組みづくりを考えていく予定です。 

岡輝みんな食堂プロジェクト 企画運営メンバー（所属団体・所在地）、連携団体★など   

代表 圓山典洋 岡輝ケアカフェ★（佐藤医院・旭町） 

企画運営 明石拓爾 岡山中央ロータリークラブ★（河田病院・富町） 

 磯崎淳子 （ふたば司法書士法人岡山中央事務所・奥田） 

 糸山智栄 フードバンク岡山★（えくぼホームヘルパーステーション・岡町） 

 小林豊 岡輝ｹｱｶﾌｪ★/岡山中央ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ★（のぞみクリニック・神田町） 

 詩叶純子 （結音-ムスビネ-合唱団・湊） 

 鈴木祥成 （鈴木屋・神田町） 

 三沢荘一郎 岡山中央ロータリークラブ★（三沢美術・表町） 

事務局 赤木美子 子ども防災ﾈｯﾄﾜｰｸおかやま★（チカク・倉敷市茶屋町） 

事務局 槇原愛 （チカク・倉敷市茶屋町） 

連携団体★ 岡輝ケアカフェ 、岡山中央ロータリークラブ、フードバンク岡山 

 結音-ムスビネ-合唱団、子ども防災ネットワークおかやま 

取組の工夫 

 

取組の特徴 

◆ 多業種、多分野にわたる多様な主体の参加。それぞれが得意分野を生かしつつ、ゆるやか

につながり、一市民として地域の課題解決に取り組んでいる。 

◆ 一つの拠点の活動としてだけでなく、同様の事業を行う拠点との連携のため、7 月に「こ

ども食堂はじめまして交流会」の実施にかかわり、2018年1月に第2回の開催を予定している。 

◆ フードバンク岡山など、ＥＳＤ活動に先進的に取り組む団体と連携している。 

◆ LINE，Facebookなど、連絡手段としてさまざまなＳＮＳ、アプリを活用している。 

◆ 取組の内容を一目で理解できるアイコンとして、レトロなイメージの「瑠璃水玉」の茶碗

をメインモチーフとし多様性の象徴として７つの茶碗のイメージを作成した。今後、同種の「み

んな食堂」を開設する際には、のれん分けならぬ「茶碗分け」の仕組みを想定している。 

 

成果・効果 

2017 年 10 月 1 日に開催した「第 1 回 岡輝みんな食堂」の感想として、「顔見知りで

はあっても一緒に食事をしたのははじめて」「こどもの声の響く中でご飯を食べたのは

久しぶり」などの声があり、「みんな食堂」という場を共有することの意義を感じた。

アンケート結果は別紙のとおり。 

今後の活動展開 

など展望 

2017年10月～2018年3月まで、毎月一回、地区内の各所で「岡輝みんな食堂」を開催。地区

に当事者を増やす「ワイワイガヤガヤ会議」を11月、拠点同士の連携のための「こども食堂は

じめまして交流会」を1月に予定している。今後の予定(別紙)参照 










